<技術報告>解析及び観測による技術支援 by 中尾, 節郎
Title<技術報告>解析及び観測による技術支援
Author(s)中尾, 節郎




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University









設された。そして、1980 年までに兵庫、鳥取、岡山の各県下に 5 点増設され、本
所を含む 10 観測点での微小地震観測網が整備され現在に至っている 1）。 
 
 1976 年 4 月 NTT 回線を利用したテレメ-タシステムが導入され２）、精度の良い
均質な地震デ-タが得られるようになった。その結果、鳥取観測所には 1999 年 12
月末迄に中国地方東部から近畿地方北西部の範囲で、98,215 個の地震が観測され、
地震震源ファイルとして蓄積されている。図１に 1977 年から 1999 年までの中国地
方東部から近畿地方北西部の震央図を示す。 




















 2.1 主な地震活動と時系列 
 対象とした３つの領域（A.鳥取島根県境付近、B.鳥取地震断層系、C.山崎断層系）
の 1978 年から 1995 年までの地震の震央図を図３に示す。マグニチュ-ド（Ｍ）は





図３ 1978 年～1995 年に発生した深さ 30km より浅い地震の震央分布（Ｍ≧1.5）及び
ｂ値を解析した領域（Ａ：鳥取・島根県境、Ｂ：鳥取地震断層系、Ｃ：山崎断層系）
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以上の地震積算子個数を表している。鳥取島根県境（A）は 1989 年 10 月 27 日の
鳥取県西部地震以来群発地震が起き、以後地震活動は活発である。鳥取地震断層系
（Ｂ）では 1983 年 10 月 30 日の鳥取県中部地震（Ｍ6.2）以降比較的平穏である。
また、鳥取県中部地震発生前にＭ＞1.5 の地震がひとつもない期間があることは注
目される。山崎断層系（Ｃ）でも 1984 年 5 月 31 日の兵庫県中部地震（Ｍ5.4）発
生前にＭ＞1.5 の地震がひとつもない期間があることは注目される。また、Ｍ＞3
の地震発生が 1993 年後半から活動の低下が見える。 
 2.2 ｂ値の時間変化 
 地震の規模（Ｍ）と規模別の個数（Ｎ（Ｍ））の対数の間には、のグ-テンベルグ
リヒタ-の式(1)に示されるように直線関係がある。傾きに相当する b 値(ｂ値)は地 
 
図４ 第１図で示した３つの領域の地震の時系列（Ｍ≧1.5） 











図５ 3 つの領域の地震累積数の時間変化、4 本の線は上からＭ1.5、2.0, 
2.5,3.0 以上の地震の累積個数を示す。 




1989 年 10 月 27 日のＭ5.3 の地震発生以来、鳥取県西部及び島根県東部において地
震活動が活発化した。鳥取県西部の地震活動では、1990 年までに M5 以上の地震が
5 回発生し、1991 年この推定断層の北西端で M4.4 の地震が発生し、その 10 時間後




広島観測所及び鳥取大学 1992 年から臨時観測を実施した。 
 臨時観測点は震源域を囲むように 6 箇所設置し、デジタルイベントレコーダ
（EDR-1000）を用い 1MB のフロッピーデスクに記録し解析を行った。その結果、1.










 7  
の地域の地震活動の特徴は、1994 年に活発化し、5 月には活動の様子が変化し、12

















図７ 鳥取‐島根県境付近の地震で観測された反射波（P：P 波、S：S 波、X：
Z 波）地殻上部の溶融体の存在を示す。 

















   左図：1977、1982、1990 年の地震活動の南西から北東への移動 
   右図：1994 年の地震活動の北東から南西への移動、F1（３～４月）、 
      F2（5 月）、F3（12 月） 
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